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 活動情報    Ｎｏ．１０ 
 

 

 カキの出荷数量増加を目指して!! 
        ｢富有｣・｢太秋｣の高収量園で現地研修会を開催        

   

ＪＡにじ柿部会（部会員：463 名、作付面積：362ha）は、｢10a 当たりの出荷

数量増と販売金額のアップ｣を本年度の目標に掲げ活動を行っています。このため、

普及指導センターは、柿部会と連携しながら栽培管理講習会や研修会・互評会等の支

援を行っています。 

今回は、品種毎に異なる技術を学んでもらうために令和５年７月 28 日にうきは市

吉井町で「富有」と「太秋」の高収量園で現地研修会を開催し、生産者など 24 名が

出席しました。 

当日、普及指導センターから視察園の生産者の経営概況や栽培管理のポイントなど

を説明しました。 

出席した生産者からは、｢着果や新梢管理はどのように行っているのか｣や「カイガ

ラムシの発生が全く見られない」等の活発な意見が出され、有意義な現地研修会とな

りました。 

今後も普及指導センターは、栽培管理講習会や研修会等を通じ、カキ生産者の経

営改善に向け全力で支援します。 

現地研修会の様子           「太秋」の着果状況 
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